
▲施工前：RC増し打ち補強箇所
▲施工前

▲施工中①：アンカー・鉄筋配筋
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▲施工後

▲施工中②：吹付け状況
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「AP工法」―アフタープロテクションによる湿式吹付耐震補強工法―
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「AP工法」―アフタープロテクションによる湿式吹付耐震補強工法―
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天端部分の充填する。

300㎜以下

図４．６　標準吹付け施工手順（複配筋W350以下）
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天端より壁厚程度空ける。

吸水調整剤・水等を吹付ける。

幅止め筋
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③一次吹付け-2 ④一次吹付け-3

既存梁

⑤二次吹付け

既存梁

1
0
0
0
㎜
程
度

H
=
高
さ

50㎜程度
300㎜以下

▽GL

⑥

1
0
0
0
㎜
程
度

1
0
0
0
㎜
程
度

又は型枠
既存壁

表面左官作業

⑥

既存梁

⑥表面仕上げ

計画では既存壁（ブロック壁）を撤去し、在来工法で 

RC壁を新設を検討するも、オーナー様より外壁の 

蔦を残してほしいと要望があり、既存ブロック壁の 

倒壊防止措置が困難な為、AP工法が採用された。 

AP工法協会 
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DATA 
築年数：築○○年（） 

構造・規模：ＲＣ造（地上○階建て） 

施工数量：約9.0㎥（壁３ヵ所） 

吹付け厚：300ｍｍ 

工事期間：10日 
 

駐車禁止 居ながら 工期短縮 型枠搬入制限 
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AP工法協会 
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DATA 
築年数：築○○年（） 

構造・規模：ＲＣ造（地上○階建て） 

施工数量：約3.3㎥（壁２ヵ所） 

吹付け厚：300ｍｍ 

工事期間：○○日 
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ブロック壁 

テナント営業中 

幹線道路沿い 

一方通行 

プラント設置 

倒壊防止 

既存ブロック壁 

コンクリート 

型枠 

隣室 

隣室への入室不要 

本施工事例は既存ブロック壁の隣室が使用されてい 

る場合で既存ブロック壁の補強や、隣室の仕上げ材 

の撤去、隣室への仮囲いの設置が必要であったが 

AP工法により上記省略と工期短縮が実現した。 


